
オンライン説明会
デジタルドリルに係る

⼤分市教育センター
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⽬�的
 デジタルドリルを活⽤することで、児童⽣徒の理解度・習熟度
による個に応じた学びを実現するとともに、教員が児童⽣徒の学
習状況や進捗状況を把握し、個別の学習⽀援を⾏うことで、基礎
学⼒の定着を図る。



PISA2022のポイント https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point.pdf

OECD⽣徒の学習到達度調査
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2012�
創造的な問題解決�

2015�
協⼒的な問題解決

2018�
グローバルな能⼒

2022
創造的思考

2025
デジタル世界での学習�

https://www.oecd.org/pisa/innovation/
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OECD⽣徒の学習到達度調査



試⽤スケジュール
R6
1⽉9⽇

活⽤開始
iPad上の
アイコンから
使⽤できます

3⽉上旬

アンケート①
運⽤に関する
簡単なアンケート
Forms使⽤

教職員・児童⽣徒
対象に実施
（中3⽣は除く）

4⽉ 9⽉
R7
3⽉末

継続使⽤ アンケート②
運⽤に関する
簡単なアンケート
Forms使⽤

教職員・児童⽣徒
対象に実施
（中3⽣は除く）

試⽤終了
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標準問題 発展問題

補充問題・アドバイス

・回答後に即時採点
・解説画⾯の表⽰
・学習履歴の確認

◇児童⽣徒の理解度に応じた対応 ◇主体的な学びをサポート

◇児童⽣徒の実態把握

《出題イメージ》

出題された問題を間違えた場合、その内容に応じ
て表⽰される補充的な問題やアドバイスを活⽤す
る（※前学年の内容も含む）

これらの機能を活⽤し、児童⽣徒に
主体的に学習に取り組ませる

《デジタルドリルの機能》

※教員が「課題」や「期限」等を設定することも
 考えられる

教員⽤管理画⾯から、児童⽣徒の進捗具合や正答率等を把
握することができ、指導に⽣かす 
 ※個別の分析表等も出⼒し、活⽤する
 ※新しい単元に⼊る前に、既習問題に取り組ませること
  により、定着状況を把握する

⼤分市授業⼒向上
ハンドブックより

デジタルドリルの特徴
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デジタルドリルの種類
◇すららドリル
・⼀⼈ひとりの学⼒に応じて、出題
 される問題の難易度が変化する
 機能を有しています。
・ドリルの解答内容から、児童⽣徒
 ⼀⼈ひとりの「解けない原因」を
 ⾃動的に判定します。

◇がくげいドリル
・問題が解けない際に、解くために
 必要なアドバイスを、学年を超え
 て提⽰します。
・ドリル問題だけでなく、理科や
 体育の動画、プログラミング教材
 等があります。



すららドリルは、
ログイン画⾯で
「Sign�in�with�Google」を
選んでください。 7

◇いつも使⽤しているoitでログインできます

ログイン⽅法
iPadに「デジタルドリル」というフォルダを作成しています。
フォルダの中のアイコンをタップして、ログインします。
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全学年対応のドリルを利⽤し 
習熟度に応じて学習に取り組む

表⽰されたヒントや解説を参考にして
⾃分のページで課題に取り組む   

⾃分の興味関⼼に応じ、
発展的な問題に挑戦する

児童⽣徒の理解度に 
応じて、個別に課題を
追加する      

課題の進捗状況等を教師⽤
端末上で把握する    

声掛けやメッセージ送信等、
個別の⽀援をする     

児童⽣徒の実態に応じ、発展的な
問題を個別に配信する     

児童⽣徒の活動

教師の⽀援



学校での活⽤⽅法

DI

GIT
AL-DRILL
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デジタルドリルは、授業を⾏う教室など、
インターネットにつながる場所で使⽤可能

学校での活⽤場所

活⽤場⾯

※体育館や屋外などでは使⽤できない

・朝学習や帯時間等、短時間での活⽤
・授業の中での活⽤

※授業での活⽤例は後述
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単元のはじめに、デジタルドリルの問題をレディ
ネステストとして使⽤し、児童⽣徒の理解度等を
把握する

授業での活⽤（１）導⼊

①レディネステスト

⼤分市授業⼒向上ハンドブックより

導⼊時に、前時までの学習内容を振り返ることを
⽬的として、デジタルドリルを活⽤する

②導⼊の段階
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①学習内容の確認
終末の段階で、知識・技能の習得や、定着を図るための
補助的役割として、デジタルドリルの問題を活⽤する

授業での活⽤（２）終末

⼤分市授業⼒向上ハンドブックより

・教科書や紙ドリルの問題が終わった児童⽣徒から、
 デジタルドリルに取り組む

活⽤例

・教員は、教科書の問題に時間をかけて
 取り組んでいる児童⽣徒の⽀援に⼊り、
 理解を助ける

※児童⽣徒が⾃分の進捗に合わせて問題に取り組む
 ことができるなど、個に応じた対応が可能
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各種資料について
Te-Comp@ssのファイル管理に資料をアップしています。

/�03_各種教育情報�/�01_市教委�/�08_教育センター�    
           /�02_情報教育�/�23_デジタルドリル


